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研究成果の概要（和文）：日本の菌相解明に貢献するとともに、分子系統学的情報（特に種の識別に有効なバー
コード領域）・形態学・分子系統学的手法によって，欧米種と比較した。その結果、ホスト範囲が広い種は欧米
産と同種と認められる種の材料が認められる一方、ホスト範囲が狭いものについては、別種とされる傾向を示し
た。7新科・39新属・95新種・29新組合わせの小房子嚢菌類と8新産種、2新種、2新組み合わせ、1新名、1新ホス
トのビョウタケ目を記載した。ビョウタケ目トウヒキンカクキン科の分子系統学的検討により、チャイロミキン
カクキン属を分類学的に再整理した。

研究成果の概要（英文）：To elucidate Japanese mycobiota, molecular phylogenetic information (in 
particular, barcode region useful for identification at the species rank) for fungi in particular 
Dothideomycetes of loculoascomycetes and Helotiales of discomycetes were obtained and accumulated, 
and compared with Western species. In combination with morphology, it was revealed that species with
 a wide host range showed the identical (or practically regarded as identical at the species level) 
barcode sequences in Japan and Western countries while those with a narrow host range tended to be 
different species. 7 new families, 39 new genera, 95 new species and 29 new combinations in 
Dothideomycetes were proposed while 8 new report to Japan, 2 new species, 2 new combinations, 1 new 
name and 1 new host for Helotiales were proposed. Taxonomic reassessment of based on morphology and 
molecular phylogeny was carried out for the family Rutstroemiaceae.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本産の菌の多様性について、分類学的実体を解明するとともに、分子系統学的情報とともに世界に
発信するものである。多数の日本新産・未記載種が明らかにされ、広範なアジア地域の菌類の生物多様性情報を
発信し、遅れている日本の菌類相解明と分類学的整理に貢献するとともに、日本産の種が欧米種とは異なる場合
があることを実証した。



１．研究開始当初の背景 
菌類は推定種数 150 万種ともいわれる巨大な生物群である。その中で最大の分類群は子嚢菌類
である。その主体となる盤菌類や小房子嚢菌類は、形成する子実体（きのこ）が微小であるた
め分類学的検討が著しく遅れている。また、日本で欧米既知種に同定されているものには、欧
米産のものとは遺伝子レベルで差異があることもあり、分類学的実体の同一性は確認できてい
ないことが多い。そこで、日本を中心とした極東地域において、形態学的方法に加え、分子系
統学的手法によって、欧米種との比較により分類学的実体を解明し、正しい菌類相を明らかに
し、分子系統学的情報とともに世界に発信する。本研究は遅れている日本の菌類相解明に貢献
するばかりでなく、その自然史基盤を強化し、広範なアジア地域の菌類の生物多様性情報を世
界に発信することを目指すものである。 
 
２．研究の目的 
（1）欧州における微小子嚢菌類（特にビョウタケ目およびプレオスポラ目）と日本産種とのバ
ーコード遺伝子による比較 
（2）日本における微小子嚢菌類（特にビョウタケ目およびプレオスポラ目）の菌類相の解明 
（3）収集された菌をもとにした分子系統学的解析による盤菌類および小房子嚢菌類の系統関係
の解明 
 
３．研究の方法 
（1）菌の採集と分離株 
国内では、申請者の至近である関東地方・東北地方や北海道・九州などで採集を行ない、材料
を採集し、可能な場合は培養を得た。標本は国立科学博物館あるいは弘前大学菌類標本庫にて
保存し、培養株は必要に応じてカルチャーコレクションに寄託した。国外では共同研究者を探
索した結果、スイスを拠点として採集を行い、同様に培養株を得た。 
 
（2）DNA 配列による比較 
培養株の観察を行い、無性生殖時代を検討するとともに、純粋な DNA サンプルを取得し、こ
れからバーコード領域である ITS-5.8S と、必要に応じて系統解析に必要な配列を取得した。バ
ーコード領域の相同性を基にして、既存の公開データ（NCBI データ）も用いて、日本産の菌
と欧州産の菌を比較し、種レベルでの異同について検討した。 
 
（3）分子系統分類学的検討 
分子系統学的解析によって、取得したビョウタケ目およびプレオスポラ目の関連菌群の系統関
係において、考察した。 
 
４．研究成果 
（1）欧州産種との比較 
①Mollisia 属菌 
日本産の Mollisia 属菌に注目して、米国産の材料と合わせて系統解析を行った結果、日本産の
材料のみからなる複数のクレードが得られた。アジア特異的な菌の分布を示唆するものと考え
られ、興味深い。これらの一部には、ツツジ科の植物に感染して菌根を形成し、植物の成長を
助長するものがあることが明らかになった。Mollisia および類縁菌に関しては、データを集積
してデータベースを作成し、ホームページを作成した。これは、Mollisia および類縁菌の標本
情報を標本の外部形態・微小形態とともに紹介するとともに、バーコード領域を公開し、BLAST
検索を可能とするものである。 
 
②ビョウタケ目の新種 Poculum pseudosydowianum の記載 
ミズナラ（Quercus crispula）はアジアに分布する植物だが、この内生菌の中から、欧州産の
Poculum sydowianumに類似するも、同種とはいえない程度に異なる配列をもつ菌株が得られた。
そこで、天然のミズナラ葉を探索することによって、Poculum 様の菌とその菌株を得た。この
菌から得られたバーコード配列を欧州産の P. sydowianum 菌株から得られた配列と比較したと
ころ、95％以上異なっており、P. sydowianum の元記載よりも短い子嚢を形成することで形態的
に識別できることが判明した。そこで、この菌を新種 Poculum pseudosydowianum として記載し
た。P. sydowianum が Q. robur から主に見出されるのに対し、本菌はアジアに分布する基質と結
びついている。 
 
③その他のビョウタケ目 
種レベルでの同定がなされている標本について、バーコード領域の相同性において 98.5％以上
を同種と考えた場合、次のように同種と考えられるケースがあった。Brunnipila clandestina（ア
メリカ）、 Capitotricha rubi（チェコ）、 Dasyscyphella nivea（アメリカ）、 Incrucipulum ciliare
（ドイツ）、 Lambertella advenula（スイス）、Pyrenopeziza nervicola（欧州）。いずれも複数の基
質からの発生が知られている。 
 



④小房子嚢菌類およびその無性生殖時代 
ヨーロッパブナ（Fagus sylvatica）及び日本産のブナ（F. crenata）・イヌブナ（F. japonica）に寄
生する Cheisospora botryospora について分子系統解析を行った結果、本菌は少なくとも実は 3
種からなり、宿主となる植物種ごとに寄生性を特化させていることが示唆された。同様の結果
が Asterosporium、 Endobotrya などにも見られたことから、ヨーロッパと日本では菌類の種構
成が大きく異なるものと考えられた。 
 

Mollisia のように、腐生性が強く、天然でもさまざまな基質に生育する菌の場合、日・欧の
同様のハビタットからバーコードで別種と識別できない菌が得られることが確認された。その
一方で、Poculum pseudosydowianum のように、欧州産の種と類似したハビタットにありながら、
バーコード領域の相同性において 95％以下の相同性しか示さない場合もある。日本のヤチダモ
（F. mandshurica）に発生する Hymenoscyphus fraxineus は、極めて類似した種 H. albidus が欧州
の F. excelsior に発生することが知られている。ホストの種分化が菌の種分化に影響を与えるこ
とは多く知られているため、ホスト範囲が限られており、日本とは近縁別種のホストに発生す
る場合、日本とは別な種が発生する傾向がある。 
 
（2）日本における微小子嚢菌類相の解明と系統分類学的考察 
①ビョウタケ目 Rutstroemiaceae（トウヒキンカクキン科） 
ビョウタケ目の一部には、子座と呼ばれる黒色の菌組織を形成するものがある。これらの菌は
ビョウタケ科に所属するが、この子座の存在を特徴として独立し、キンカクキン科とされた。
さらに、子座は基質から独立する場合（菌核）と、基質に内在する場合（偽菌核）があるが、
初期の分子系統学的な研究から後者の菌が菌核を形成するものと異なることからトウヒキンカ
クキン科として独立した。ところが、ビョウタケ科の中には依然として偽菌核を形成するもの
が含まれている。そこで、これらの菌について分子系統学的に再検討した。その結果、1）菌核
は、より派生的な形質である。2）偽菌核は収斂的な形質であり、トウヒキンカクキン科・ビョ
ウタケ科の両方に含まれる。3）偽菌核を形成し、胞子が発芽前に褐色化することで属が定義さ
れるチャイロミキンカクキン属 Lambertella は、多系統であり、真の Lambertella は、子嚢の内
部で成熟に伴い褐色化する子嚢胞子・矩形菌組織からなる托・偽菌核の組み合わせで定義され
る、4）その他の”Lambertella”には新属を設立することが必要、などのことが解明された。 
 
②その他の系統分類学的検討 
以上のほか、小房子嚢菌類においては、クロイボタケ綱・マッサリナ亜目に所属する菌の系統
分類を進め、7 新科・39 新属・95 新種・29 新組合わせの菌を命名・記載し、日本における菌類
多様性の一端を明らかにした。一方、ビョウタケ目については 8 新産種、2 新種、2 新組み合わ
せ、1 新名、1 新ホストを見出した。 
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